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○報告書インスタンス作成ガイドライン 新旧対照表 
 

新 旧 
 

5-4 コンテキストの定義 
（略） 

5-4-1 コンテキスト ID の命名規約 

（略） 

図表 5-4-4 コンテキスト ID の設定 

No 項目 値 説明 

1 {相対期間又は時点} CurrentYear 当年度を意味します。 

2 Interim 中間期を意味します。 

3 Prior1Year 前年度を意味します。 

4 Prior1Interim 前中間期を意味します。 

5 Prior2Year 前々年度を意味します。 

6 Prior2Interim 前々中間期を意味します。 

7 Prior{n}Year {n}年度前を意味します。 

8 Prior{n}Interim {n}年度前中間期を意味します。 

9 CurrentYTD 当四半期累計期間を意味します。 

10 CurrentQuarter 当四半期会計期間を意味します。 

11 Prior{n}YTD {n}年度前同四半期累計期間を意味します。 

12 Prior{n}Quarter {n}年度前同四半期会計期間を意味します。 

13 FilingDate 提出日を意味します。 

14 RecordDate 議決権行使の基準日を意味します。※1 

15 RecentDate 最近日を意味します。※2、3 

16 FutureDate 予定日を意味します。※3 

17 {期間又は時点} Instant 時点を意味します。 

18 Duration 期間を意味します。 

19 {メンバーの要素名} メンバーの要素名 メンバーの要素名を意味します。 

※1 議決権行使の基準日が会計期間末と同じ日付の場合、会計期間末日のコンテキスト ID を利用します。この場合、議決権行使

の基準日のコンテキスト ID は定義できません。 

※2 最近日が提出日と同じ日付の場合、提出日のコンテキスト ID を利用します。この場合、最近日のコンテキスト ID を提出日と同

じ日付で定義することはできません。 

※3 最近日又は予定日を複数使用する場合、二つ目以降は連番を振ります（例：RecentDate2、FutureDate2）。 
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（追加） 

16 {期間又は時点} Instant 時点を意味します。 

17 Duration 期間を意味します。 

18 {メンバーの要素名} メンバーの要素名 メンバーの要素名を意味します。 

※ただし、議決権行使の基準日又は最近日が会計期間末と同じ日付の場合、会計期間末日のコンテキスト ID を利用し、議決権行

使の基準日のコンテキスト IDは定義できません。最近日が提出日と同じ日付の場合、提出日のコンテキスト IDを利用し、最近日

のコンテキスト ID を提出日と同じ日付で定義することはできません。最近日を複数使用する場合、二つ目以降は連番を振ります

（例：RecentDate2）。 
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新 旧 

5-4-2 コンテキスト ID の選択 

コンテキスト ID の選択は、タグ付け対象となる値がどの期間又は時点のものであるかを基

礎に判断します。しかし、タグ付けの簡便性を重視し画一的なコンテキスト選択とするケー

スもあります。 
提出日コンテキストは、提出日時点で記載すべき事項に用いるほか、次のケースでは、単

に画一的かつ形式的なコンテキスト ID として用いることがあります。 
・ 様式ツリー中の包括タグ（様式ツリー中の目次項目要素の直下のテキストブロック要素）

で、期間・時点の情報に重要性がない場合。 
・ テキストブロック中に複数の期間・時点の情報が混在するケース又は提出者別に必ずし

も一定の期間・時点の情報にならないケース。 
・ 要素のラベルから期間・時点が判断可能であり、タグ付けの簡便性を重視するケース。 
開示府令の有価証券届出書、有価証券報告書等におけるコンテキスト選択は次の図表の

ルールとします。 

図表 5-4-5 コンテキストの選択 

対象 コンテキストIDの選択 備考 

連結又は個別の別 

○：あり ×：なし 

期間又は時点 

様式 

ツリー 

経理の状況以外の包括タグ × 提出日  

経理の状況中の包括タグ × 会計期間  

包括タグ以外 × 詳細ツリーに準ずる。 注1 

詳細 

ツリー 

主要な経営指標等の推移 ○ 会計期間末／会計期間  

従業員の状況 ○ 会計期間末 注2 

研究開発活動 × 会計期間  

設備投資等の概要 × 会計期間  

発行済株式、株式の総数等 × 提出日  

所有者別状況 × 会計期間末 注2 

大株主の状況 × 会計期間末 注2 

発行済株式、議決権の状況 × 会計期間末 注2、3 

自己株式等 × 会計期間末 注2、3 

（略）    

独立監査人の報告書 × 提出日  

注1：様式ツリー中の要素であっても、目次項目要素直下のテキストブロック要素以外は、包括タグではないので、詳

細ツリーに準じたコンテキストIDの選択が必要である点に注意。 

注2： 有価証券届出書においては最近日コンテキストを用いる。ただし、最近日が会計期間末コンテキストとして別途

設定されているコンテキストの期間末日と一致する場合は、当該会計期間末コンテキストを用いることに注意。 

注3： 開示府令第四号様式の有価証券報告書の場合は、会計期間末コンテキストと最近日コンテキストの両方を用

います。 
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